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食をめぐる課題 、－

今話題になっている食品の安全性には私たち市民は何を食べたらいいのかと悩んで

います。この夏にはメラミンの混入問題があり、また冷凍のソラマメやインゲンなど

は農薬に汚染されていました。いずれも中国産といわれます。ほとぼりが冷めて再び

何事もなかったかのようにスーパーの店頭に並べられたこれらの食品は、安全なのか

疑問が払拭できないままです。

冷凍野菜は調理が手軽で良いというメリットはあるものの、なぜ生の食品を調理で

きないのか・・・ 。忙しい毎日には料理するひまを省けるので良いという説もあるが、

私は日本の畑で収穫した野菜を調理していただきたいと願っています。特に子育て中

の家族では面倒でも素材から料理をして欲しいのです。子どもの時から野菜や食材の

持つ味や食感を教えて欲しいからです｡かつて日本人はほとんどが自宅で野菜を作り、

食べていましたから土の付いた大根などは不思議ではなかったのに、今では大根はき

れいに洗った物しか見られません。

さて、学校給食の野菜も地場産のものを一部に使っているのはとても評価できるこ

とで、どうか続けていって欲しい。自校方式で給食を作っている藤沢市では「試食会」

でとても美味しく安全な料理を素材から調理し食べさせてもらった。鶏ガラからのス

ープをとり、肉もナマの物を調理したもので美味しかった。それがもし、給食センタ

ーで大量に調理したとしたら、出来上がってから時間がかかるため冷めてしまう、も

し異物などが入ったら全食に及び被害が大きくなる。最も心配なのは調理員さんの顔

が見えず子どもがどのような評価をしてくれるかが全く見えないことでもあります。

経費削減の行政改革により給食センター化や下請けが全国では大きな問題になって

いますが、是非学校ごとの給食づくり（自校方式）を守って欲しいと願っています。

大きな視野に立って日本の将来を託す子どもに豊かな食文化を教える ことが大切

だと思います。

食糧の自給率は40％を割っていますが農業を守ること、自給率を高めることが美

味しい食材を供給できる基本だと思います。 （日比遙）
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